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エグゼクティブサマリー 

インテル
®
 Xeon

®
 プロセッサー 5600番台および7500番台搭載サーバーで

Citrix
®
 XenDesktop

®
 4をMicrosoft Windows Server

®
 2008 R2 Hyper-V

TM
上で

実行させることでデスクトップ仮想化のブレークスルーを実現します。これ

らのプラットフォームによって、仮想化されたWindows
®
 7デスクトップの大

規模な展開がより簡単、迅速、低コストで可能になります。これらの3つの

要素を組み合わせることによって、仮想デスクトップの密度が飛躍的に高ま

り、サーバーにホストする仮想デスクトップの台数が多くなり、よってTCO

低減と機能拡張の両方を実現します。 

はじめに 

デスクトップの仮想化をデスクトップ展開のコストと複雑さを軽減するため

の、より優れた手段と考えるIT管理者が益々増えています。さらにWindows
®
 

XPからWindows 7への移行のニーズが高まっています。 

XenDesktop 4は、ハイパーバイザーとは独立して設計されており、デスクト

ップ仮想化の業界をリードする製品で、インテル Xeon プロセッサーを搭載

したサーバーでHyper-Vと組み合わせて使用することが多く、企業組織全体

でWindows仮想デスクトップを迅速かつスムースに展開できます。 

インテリジェントなエンドポイントが重要 

FlexCast
TM
デリバリテクノロジによるXenDesktop 4は、インテル

®
 Core™ i7 

vPro™ および Core™ i5 vPro™ プロセッサーを搭載したモデルやインテ

ル
®
 Core

TM
 i7、Core

TM
 i5、およびCore

TM
 i3 プロセッサー搭載モデルを含む、

幅広い企業クライアントデバイスを対象にデスクトップ仮想化デリバリモデ

ルの堅牢なラインナップをお届けしている業界のリーダーです。 

Citrix HDX
TM
テクノロジは、メディアリッチなファイルを検出して、負荷軽

減を行う独自の機能を備えています。Citrix HDXでは、これを「Adaptive 

Orchestration」と呼ばれるプロセスで実現します。これはメディアファイル

がユーザーにとって最も効率よく、劣化のない性能結果が得られる最適な実

行ポイント（サーバーまたはクライアント）を自動的に決定するものです。 

Citrix社におけるパフォーマンスとスケーラビリティをテストするラボで、イ

ンテル Xeonプロセッサー 5500番台、5600番台、および7500番台を搭載し

たサーバー上でXenDesktop 4とHyper-Vを使用して、仮想化したWindows 7

のスケーラビリティテストを行いました。このテストは、インテル Xeon プ

ロセッサー・プラットフォームにおけるXenDesktop 4のHyper-Vのベンチマ

ークをとり、XenDesktop 4で最良の結果を得るためのパラメーターを調査す

るのが目的でした。その結果は、これまでにない仮想デスクトップの集積密

度でした。旧世代のインテル Xeon プロセッサー 5500番台上で実行された

同じソフトウェアスタックと比較して、以下の結果が得られました。 

 インテル Xeon プロセッサー 7500番台は物理コアあたり7.5台の

仮想デスクトップ密度を達成（インテル Xeon プロセッサー 5500

番台よりも3.5倍）。 

 負荷が増大すると、インテル Xeon プロセッサー 5600番台のプロ

セッサー使用率が同じ負荷に比べて30%減少していることが判明。 
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テスト結果 
インテル Xeon プロセッサー 7500番台（64ビットCPUと256GBメモリ）を

搭載した1台の4ソケットサーバーで239台のデスクトップをサポートしまし

た。 

Citrixのパフォーマンスとスケーラビリティをテストするラボチームでは、そ

れぞれ72GB RAM（4 GB DIMMを使用した可能な限り最大のもの）を搭載し

たデュアルソケットのインテル Xeon プロセッサー 5500番台およびイン

テル Xeon プロセッサー 5600番台をベースにしたサーバーでもテストを

行い、両者間における差異についても調査を行いました。負荷の大きいテス

トでも、それぞれの仮想デスクトップ密度の結果は同じでした。いずれの負

荷テストでもメモリの制約が見られました。しかし、インテル Xeon プロセ

ッサー 5500番台をベースとするサーバーが負荷の大きなテストでほぼ

100%に近いCPU使用率で実行されていたのに対して、インテル Xeon プロ

セッサー 5600番台をベースとするサーバーでは、同じテストでわずか70%

のCPU使用率でした。このことは、負荷の突発的なピーク時の保護の観点か

らはより多くの余裕を残しているといえます。これらのシステムはいずれも

671台の仮想デスクトップをサポートしました。 

これらのテスト結果から、インテル Xeon プロセッサー 7500番台またはイ

ンテル Xeon プロセッサー 5600番台のいずれもXenDesktop 4とWindows 

Server 2008 R2 Hyper-Vの併用を行う上でWindows 7を仮想化するホストシ

ステムとして非常に最適であることが証明されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

表1：密度とスケール：Windows 7仮想デスクトップ 

システムの構成 中程度の負荷 最大負荷 

最大数 DT/ 
Core 

DT/GB 最大CPU使

用率（%） 

最大数 DT/ 
Core 

DT/GB 最大CPU使

用率（%） 

インテル
®
 Xeon

®
 プロセッサー 7500番台、32コア（64 w/HT）、256GB 239 7.47 0.93 80 220 6.88 0.86 100 

インテル
®
 Xeon

®
 プロセッサー 5600番台、12コア（24 w/HT）、72GB 67 5.58 0.93 55 67 8.38 0.93 70 

インテル®
 Xeon

®
 プロセッサー 5500番台、8コア（16 w/HT）、72GB 67 8.38 0.93 80 67 8.38 0.93 100 

DT:デスクトップ（台） 

 
 

CPU使用率 

 

サーバー当たりの仮想デスクトップ数 
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テスト結果の考察 
表1のテスト結果は、XenDesktop 4、Hyper-V、インテル Xeon プロセッサ

ーを組み合わせた仮想的なWindows 7デスクトップがこれまでにないレベル

の仮想デスクトップの密度とスケールが実現可能なものであることを示して

います。これらを組み合わせることによって、1台のインテル Xeon プロセ

ッサー 7500番台搭載のサーバーあたり、239台もの仮想デスクトップをサポ

ートすることができます。 

Windows 7とHyper-Vの相性は非常によいので、この組み合わせは、Windows 

7を展開するのに理想的です。パフォーマンスとスケーラビリティをテスト

するCitrixのテストラボによるインテル  Xeon プロセッサー  5500番台

（Windows XPデスクトップを使用したXenDesktop 4とXenServer
®
との組

み合わせ）を使用した前回のテストでも同様に印象深い結果を残しています
2
。前回とあいまって、これらのテストでは、インテル Xeon プロセッサー

は、XenDesktop 4を使用したWindows XPとWindows 7の双方の仮想デスク

トップの代表的なハードウェアプラットフォームであり続けることを示して

います。お客様がWindows XPからWindows 7に移行するにつれて、このキ

ャパシティはさらに重要性を増してきます。 

インテル Xeon プロセッサー 5600番台 

このプラットフォームは2ソケット構成で、全社標準のデスクトップ仮想化

を推進します。プロセッサーの処理能力が向上した結果、想定外の要求にも

余裕を持って対応します。 

最大6コアのインテル Xeon プロセッサー 5600番台では、クアッドコアの

インテル Xeon プロセッサー 5500番台と比較して、コア数が多いだけでな

く、動作周波数のより高い製品も選択できます。しかもほぼ同等の熱設計電

力（TDP）を備えているため、冷却設備や電源環境を変更することなく処理

能力を拡張することができます。 

インテル Xeon プロセッサー 7500番台 

このプラットフォームでは、最大8ソケットによる構成が可能で、大規模な

デスクトップ仮想化を可能なものとし、1台のサーバーにつき、最大限の仮

想デスクトップをサポートすることができます。 

さらに、複数ソケットのインテル Xeon プロセッサー 7500番台をベースと

するサーバーは、コア単位のベースでデュアルソケットのインテル Xeon プ

ロセッサー 5500番台および5600番台をベースとするサーバーに非常に近い

値でスケーリングし、各種条件と節約値の計算が簡単に行えます。 

 

「インテル、マイクロソ

フトおよびシトリックス

のテクノロジを組み合わ

せることでデスクトップ

仮想化におけるブレーク

スルーがもたらされまし

た。私の知る限り、1台の

サーバーを使用して実際

の負荷でこれだけのVM

密度を得られたというの

は、これまでにも例があ

りません」 

– サイモン・クロスビー 

シトリックス データセンター

およびクラウド部門 CTO 
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テストプラットフォーム 

ハードウェア： 

プロセッサー/プラットフォーム： 

 インテル Xeon プロセッサー 5500番台、72 GB RAM：サーバー

は、Dell* PowerEdge* R710、デュアルソケット、クアッドコアの

インテル Xeon プロセッサー X5570（動作周波数: 2.93 GHz）。 

 インテル Xeon プロセッサー 5600番台、72 GB RAM：サーバー

は、インテルのホワイトボックスサーバー、デュアルソケット、6

コアのインテル Xeon プロセッサー X5660（動作周波数: 2.80 

GHz）。インテル Xeon プロセッサー 5500番台サーバーと同じメ

モリ容量のものがテストされていますが、インテル Xeon プロセ

ッサー 5600番台は、32nmプロセス技術で作られているため、さ

らなる性能向上と省電力化が図られています。統合型メモリコント

ローラは、1333 MHz DDR3 SDRAMを3つのメモリチャネルでサポ

ートするとともにトータルメモリ容量も大きくなっています（288 

GBと192 GB）。また、インテル
®
 QuickPath テクノロジー

3
により、

プロセッサーとメモリ間の帯域幅が拡張されています。 

 インテル Xeon プロセッサー 7500番台、256 GB RAM：サーバー

は、インテルのホワイトボックスサーバー、4ソケット、8コアの

インテル Xeon プロセッサー X7550（動作周波数: 2.0 GHz）。こ

の4ソケットプラットフォームは、最大1テラバイト（1000 GB）ま

でのメモリをサポートし、インテル Xeon プロセッサー 7400番台

と比較して、最大8倍のメモリ帯域幅と最大4倍のメモリ容量を実

現しています
4
。 

ストレージ： 

 共有NetApp* FAS3050がiSCSIによって接続。23個のスピンドルを

使用した集約1.16 TBドライブも含まれています。 

ネットワーク： 

 1×1GbE（クライアント）、4×1GbE（サーバー） 

ソフトウェア： 

仮想化デスクトップ製品： 

 Citrix XenDesktop VDA 4.0.4094 

仮想化技術： 

 Microsoft Windows Server 2008 R2 Hyper-V 

仮想マシンの設定： 

 Microsoft Windows 7、仮想CPU（vCPU）と1.0 GB RAM 

 

システムの設定 

3つのシステムはいずれもメーカ

ーの推奨設定値を採用し、ソフト

ウェアもいずれもパッチが当てら

れるとともに最新のサービスパッ

クがインストールされています。 
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使用テストプログラム 
このテストに使用されたプログラムは、Login Virtual Session Indexer（VSI）

2.1,5で、Login Consultants
6
で作成されたものです。このテストプログラム

は広く使用されているハイパーバイザーであり、プラットフォームに依存し

ない仮想デスクトップパフォーマンスを測定するための標準プログラムで

す。これは仮想デスクトップパフォーマンスのサーバーサイド解析にも定期

的に使用されています。設定のたびにテストは3回行われ、設定ごとの結果

の平均をとって最終値を得ます。 

 

 

 

 

 

XenDesktopテスト環境 
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テスト結果に関する注意事項 
 これらのテストは、1システムに対して1回、テストセットとして

行われたものです。 

 装備されたメモリサイズの増減効果を知るためのテストは行って

いません。 

 Windows 7以外のオペレーティングシステムでのテストは行って

いません。 

 Microsoft Hyper-Vのコアあたり8台の仮想デスクトップという現在

の制約とWindows XP仮想デスクトップの512MBという推奨メモ

リ設定を想定すると、Hyper-Vを使用した仮想デスクトップ密度

は、現時点でコアあたり最大16台までのWindows XP仮想デスクト

ップをサポートするCitrix XenServerを使用した場合よりも下まわ

ります。XenServerはHyper-Vと100%互換性があるため、Citrixで

は、XenServerを使用することでXenDesktop 4によってWindows 

XP仮想デスクトップの展開を行うことを推奨しています。Hyper-V

がCPUコアあたりでより多くの仮想デスクトップをサポートする

ようになれば、当然のことながら100%互換性があるXenServerか

らHyper-Vに置き換えることも簡単にできます。 

 シトリックス データセンターおよびクラウド部門のCTOである

サイモン・クロスビーは、次のような見解を述べています
7
。「VM

の密度は、デスクトップ仮想化TCO（総所有コスト）のごく一側

面に過ぎず、全体のパフォーマンスを評価する際の多くの測定値の

1つに過ぎません。」このTCOを確立する上での主要な役割を果た

す他の要素として、次のものがあります。 

– スケーラビリティ（仮想インフラストラクチャプラットフォーム

と管理） 

– ハイパーバイザーのコスト 

– ストレージアーキテクチャの選択（スケーラビリティと管理のし

やすさ） 

– ユーザーデスクトップのエンドツーエンドのライフサイクル費

用（既存の管理ツールとスキルセットの活用能力を含む） 

関連リンク 

詳細は下記のリンク（日本語サイト）を参照してください。 

 Citrix
®
 XenDesktop

®
 

– http://www.citrix.co.jp/products/xendesktop/index.html 

 Citrix
®
 FlexCast™およびHDX™  

– http://www.citrix.co.jp/products/xendesktop/flexcast.html 

– http://www.citrix.co.jp/products/xendesktop/hdx_technology/index.html 

 インテル
®
 Xeon

®
プロセッサー5600番台 

– http://www.intel.com/ja_JP/itcenter/products/xeon/5600/index.htm 

 インテル
®
 Xeon

®
プロセッサー7500番台 

– http://www.intel.com/ja_JP/itcenter/products/xeon/7500/index.htm 

 インテル
®
 ビジネスクライアント  

– http://www.intel.com/ja_JP/itcenter/products/core/core_vpro/index.htm 

 Microsoft Windows
®
 Server 2008 R2 Hyper-V™  

– http://www.microsoft.com/japan/windowsserver2008/r2/default.mspx 

 CitrixおよびMicrosoft仮想化パートナーシップサイト 

– http://www.citrixandmicrosoft.jp 

http://www.citrix.com/english/ps2/products/product.asp?contentid=163057
http://www.citrix.com/English/ps2/products/feature.asp?contentID=1858926
http://www.citrix.co.jp/products/xendesktop/flexcast.html
http://www.intel.com/p/en_US/products/server/processor/xeon5000
http://www.intel.com/p/en_US/products/server/processor/xeon7000
http://www.intel.com/itcenter/products/core/core_vpro/index.htm
http://www.intel.com/ja_JP/itcenter/products/core/core_vpro/index.htm
http://www.microsoft.com/midsizebusiness/products/Windows-Server-2008-R2-Hyper-V.aspx#Overview
http://www.microsoft.com/japan/windowsserver2008/r2/default.mspx
http://www.citrixandmicrosoft.com/
http://www.citrixandmicrosoft.jp/


 
 
 
 

 
 

1
 Login VSI Max corrected performance index rating. 

2
 http://support.citrix.com/article/CTX124086 

3
 http://www.intel.com/technology/quickpath/ 

4
 http://www.intel.com/p/en_US/products/server/processor/xeon7000  

5
 http://www.projectvrc.nl/index.php?option=com_docman&task= 

cat_view&gid=39&Itemid=11 

6 
http://www.loginconsultants.com/index.php  

7
 Citrix Blog：  

http://community.citrix.com/pages/viewpage.action?pageId=131334785 
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